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意見具申に向けた論点整理（案）

・奄美群島の振興開発に係る現状認識
・主な論点
（１）産業の振興
（２）観光の開発
（３）交通・情報通信基盤の整備、人流・物流の円滑化
（４）生活環境の整備・定住の促進
（５）防災
（６）自然環境の保全等
（７）教育及び文化の振興
（８）デジタル技術の活用
（９）奄美群島振興開発基金
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（１）奄美群島振興開発の意義

・令和５年に本土復帰７０年を迎える奄美群島においては、様々な不利性を克服するため、産業の
振興や社会資本の整備、人の往来や物資の流通に要するコスト低減等の諸施策を実施。

・社会資本の整備が着実に進むなど一定の成果がみられるほか、平成２６年度に創設された奄美
群島振興交付金も大きく寄与。

・奄美群島は豊かな自然環境を有しており、生物多様性保全の観点から世界的にも重要な地域。
また、多様で個性的な伝統文化や冬季の温暖な気候など、他の地域にない魅力・価値を有して
いる。

・一方、本土との間に経済面・生活面の格差が残されているなど依然として課題が存在。加えて、
近年も台風・豪雨による甚大な被害が発生しており、引き続き社会資本等の整備及び維持管理
が必要。

（２）この５年間の動き

・令和３年７月、奄美大島及び徳之島の一部が沖縄島北部や西表島とともに世界自然遺産に登録
され、生物多様性について国際的な評価を獲得。

・新型コロナの影響で全国的に観光客が減少したものの、ワーケーションや地方回帰の流れ。
・新型コロナやウクライナ情勢等の影響による世界的な資源・エネルギー価格高騰に伴い、国内の
物価も高騰。

・脱炭素社会の実現やデジタル田園都市国家構想が我が国の重要課題。
・日本を取り巻く安全保障環境が一層厳しさを増す。
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主な論点 （１）産業の振興

○営農ハウス等の基盤整備に加え、畜産物も含めた農林水産物の付加価値向上、販路拡大、環境と調和した産地
づくりの取組等に対する奄美群島振興交付金の活用

○奄美群島から近く、重要なマーケットである沖縄への農林水産物の出荷を後押し
○奄美黒糖焼酎や本場奄美大島紬等の奄美群島を代表する特産品に関する海外を含めた認知度向上や販路拡大
○奄美ブランドの構築と価値向上に向けた長期的・戦略的な取組
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さとうきび 野菜 花き 果樹 畜産

主要作物の農業算出額の推移

畜産が増加

（年度） （年）

出典：奄美群島の概況出典：奄美群島の概況

（年度）

出典：奄美群島の概況

奄美黒糖焼酎の酒類課税数量の推移

出典：経済産業省 商業動態統計調査（2023年1月分）第4表（2）都道府県別、商品別販売額等

横ばいで推移

九州・沖縄県別 商品別販売額等（百貨店＋スーパー）の比較

沖縄県は、福岡県に

次いで「飲食料品」の

販売額が大きい

飲食料品 食堂・喫茶

福 岡 27,677 323

佐 賀 3,728 5

長 崎 5,521 17

熊 本 7,532 137

大 分 5,112 49

宮 崎 3,290 18

鹿児島 8,101 111

沖 縄 10,822 617 （百万円）
2



主な論点 （２）観光の開発

各島別 奄美群島認定エコツアーガイド数
（R３年度末累計人数）
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奄美周遊・沖縄連携観光の促進
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出典：広域事務組合資料
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出典：奄美群島観光統計・沖縄県観光要覧

令和元年：891,351人
（過去最高）

奄美大島 喜界島 徳之島 沖永良部島 与論島 合計

91 7 19 13 17 147

○世界自然遺産に一体として登録された沖縄と連携した誘客・交流促進
○世界自然遺産登録による効果を群島全体へ波及させるため、群島内の周遊を促進
○エコツアーガイドの育成に加え、ガイドと観光客を結びつけるためのプロモーションの推進
○観光推進と自然環境保全の両立に向けた独自ルールの策定や周知等、持続可能な観光振興

（沖縄：年度）（奄美：年）

出典：奄美群島観光統計
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バニラ・エア

関西－奄美便開設

H26.7
バニラ・エア

成田－奄美便開設
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○欠航・抜港に伴う物資供給停滞による生活への影響を軽減するための港湾機能強化等の社会基盤整備
○台風常襲地帯であることを踏まえ、生活関連物資の島内での安定的な備蓄の在り方の検討
○奄美群島の人々の沖縄の医療機関や大規模商業施設の利用実態、与論町と国頭村の交流等を踏まえ、日常生活

圏となっている沖縄との人的交流の一層の促進
○条件不利性を解消するために必要な情報通信基盤の整備や維持管理に対する配慮
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定期船月別欠航・抜港の状況（与論町）
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台風による生活物資の不足 沖縄の医療機関の利用

出典：与論町港湾管理事務所集計
出典：与論町資料

与論町安心クヮーナシ支援事業 実績件数

○安心クヮーナシ支援事業（与論町単独事業）

与論町は産婦人科がないため、島内で出産ができない。
出産予定日の約１カ月前に島外へ行き待機する実態が
あることから、その費用の一部を支援するもの。

【支援概要】
（１）出産に備え、出産予定地の有料宿泊施設で事前待機

する場合３０泊を上限として一律一泊３，０００円を助成
（２）出産に備え、島外の医療機関又は実家等で事前待機

する場合、３０泊を上限として一律一泊１，５００円を助成

出典：与論町港湾管理事務所集計

出典：奄美群島の概況

（沖永良部島）

（奄美大島）

（与論）

※定期航路欠航・抜港による
生活物資の不足状況

（年）

主な論点 （３）交通・情報通信基盤の整備、人流・物流の円滑化
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R元.８月には11日間欠航（下り）

R３.７月には９日間欠航（下り）

例年半数以上が沖縄の医療機関を利用R２.８月～９月には10日間欠航（下り）
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○地方移住への関心が高まる中、情報発信等、奄美群島への移住・定住を促進する取組に対する積極的支援
○移住希望者向けの住宅不足を踏まえ、増加する空き家の活用や除去を後押し

主な論点 （４）生活環境の整備・定住の促進

5
出典：奄美市提供資料
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【参考】奄美市空き家バンク制度登録者数と物件登録数

空き家バンク登録者数 空き家の物件登録数

（件）
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登録物件数が少ない

出典：和泊町提供資料

２０１９．１２月 ２５．１％から
２０２２． ６月 ３４．２％へ増加 （９．１ポイント増）

【参考】和泊町の移住相談件数の推移と相談内容
（件）
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移住相談受付後、実際に移住

につながらなかった事例の理由

について、各市町村移住相談担

当課へヒアリングを行ったとこ

ろ、すべての市町村において

「紹介できる住宅が少なかった

（なかった）」との回答が最も多

かった。

移住相談・住宅の状況全国的な地方移住の機運の高まり（社会情勢の変化）

出典：奄美市空き家等対策計画（令和３年３月）
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出典：第5回新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・行動の変化に関する調査（内閣府）



○道路、河川、砂防、港湾、空港、海岸の防災事業や無電柱化等、災害に強い社会基盤の整備

奄美地域における無電柱化計画

主な論点 （５）防災

県 道 町 道

出典：鹿児島県資料

○計画期間 2021～2025

※台風による電柱倒壊状況
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アマミノクロウサギ交通事故防止
キャンペーン

(奄美野生生物保護センター)

○国立公園に指定され、世界自然遺産に登録されるなど、世界共通の宝として認められた奄美群島の貴重な自
然環境を守り、受け継いでいくため、ロードキル対策や外来種駆除等、自然環境の保全及び再生に関する取組
の継続的支援

（年）

ロードキル対策

奄美大島の湯湾岳の一部の道路区間に
施工された進入抑制フェンス

(第44回世界遺産委員会決議44COM8B.5に係る奄美大島、
徳之島、沖縄島北部及び西表島の保全状況報告)

アマミノクロウサギ交通事故死件数

主な論点 （６）自然環境の保全等

外来種対策

（件）

（年度）

出典：沖縄奄美自然環境事務所
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出典：奄美市ＨＰ

※R4はR5.2月までの捕獲頭数

H26：9件 → R4：89件
H30の1頭を最後に
捕獲数０が継続

【地域との協働による外来植物の駆除】

住民によるアメリカハマグルマの駆除活動 建設業協会による斜面上のツルヒヨドリの駆除

出典：令和３年度奄美群島における観光戦略に向けた検討調査業務報告書（国土交通省国土政策局）

奄美大島におけるノネコ捕獲頭数
（頭）

7

※R4はR4.9月末までの件数



主な論点 （７）教育及び文化の振興

アイヌ 八丈 奄美 国頭 沖縄 宮古 八重山 与那国

危
機
度

極めて
深刻

危険 危険 危険 危険 危険
重大な
危険

重大な
危険

○先人達が育んできた奄美固有の文化や歴史を次世代に繋いでいくため、郷土教育や世代を超えた文化継承の
活動等、地域の特性に応じた教育及び文化の振興に関する取組の支援

諸鈍芝居（加計呂麻島）

出典：鹿児島県ＨＰ

秋名のアラセツ行事（奄美大島）

与論の十五夜踊（与論島） 与論の芭蕉布製造技術（与論島）

国指定重要無形民俗文化財 シマ口等文化の継承

【奄美市立市小・中学校におけるシマ口伝承活動の取組】

方言タイムでのシマ口練習 三味線練習

ユネスコが平成21 年に発表した“Atlas of the World’s Languages in 
Danger”で消滅の危機にあるとされた８言語・方言奄美群島内には国指定重要無形民俗文化財が４つ存在

出典：文化庁ＨＰより特別地域振興官作成

出典：鹿児島県ＨＰ

8

※奄美 ‥ 奄美大島、喜界島、徳之島
国頭 ‥ 沖永良部島、与論島、沖縄本島北部

※【絶滅】【極めて深刻】【重大な危険】【危険】【脆弱】【安全】の順に危機度が高いとされる。
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主な論点 （８）デジタル技術の活用

○産業の担い手の高齢化や就業者の減少に対応するため、スマート農業や遠隔医療等、様々な分野におけるデジ
タル技術の導入

ドローンによる薬剤散布 （天城町）

ＶＲ動画による観光誘客（奄美市）

（年）

取組事例

出典：国勢調査

（人） （％）

ドローンによる日用品・医薬品の配送（瀬戸内町）ＩＣＴを活用した遠隔合同授業（徳之島町）

出典：瀬戸内町提供

就業者数と就業者のうち65歳以上の割合

就業者数は減少傾向、65歳以上の割合は上昇傾向

出典：奄美市提供 9出典：徳之島町提供

出典：天城町提供



奄美基金提供

主な論点 （９）奄美群島振興開発基金

○地域に密着したきめ細やかな対応のできる政策金融機関として、業務内容の充実と地域課題解決に向けた取組
の強化

362
305

528

230
323

54件

42件
47件

24件 26件

H29 H30 R1 R2 R3

1,207

831 848

525

1,100

87件

64件 69件
60件

71件

H29 H30 R1 R2 R3

保証・融資状況 業務内容の充実、地域課題解決に向けた取組

○第１次産業から第３次産業まで、奄美群島の中小零細
事業者に対する金融面からの支援（保証・融資）を実施

○奄振交付金を活用した利子補給事業により、新型コロナ
ウイルス感染拡大の影響を受けた事業者を支援

○「公益財団法人かごしま産業支援センター」と覚書
を締結し、中小企業の課題解決を支援

○行政・地元金融機関と連携して「地域経済循環分
析研究会」を開催

○県大島支庁と連携して職員向けの 「農業研修会」
を開催

○「あまみ創業塾」に講師を派遣し、創業へ向けた資
金繰りや貸借対照表、損益計算書等の財務分野の
講義を担当

保証業務 融資業務

「あまみ創業塾」の講義風景

一次産業

23%

二次産業

21%

三次産業

56%

一次産業 二次産業 三次産業

一次産業

1%

二次産業

30%

三次産業

69%

一次産業 二次産業 三次産業

令和３年度末
保証残高
13億円

（年度）（年度）

（百万円） （百万円）

令和３年度末
融資残高
33億円

融資件数と金額（年度別推移）保証件数と金額（年度別推移）
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